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1988年
タイの三輪車「トゥク
トゥク」の輸入会社「サ
ムロジャパン」設立

1996年
バックカメラシステム
開発とともに、社名を
「日本ヴューテック」に
社名変更

1989年
ソニーエンジニアリン
グとの協力のもと、
バックアイカメラ製品
化・販売開始

2006年
全日本トラック協会へ、
バックアイカメラを助成
金事業の新項目とす
る提案を実施。
（採用企業第一号）

2008年
現UDトラックス（株）の

完成車パーフェクトク
オン/コンドルへの標
準採用

2016年
三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ
（株）のメーカー純正品
として採用

１．日本ヴューテックのご紹介

2021年

川崎市内に本社ビル
施工開始（2022年1月
完成予定）
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バックカメラ
または
センサーの

装着を義務化へ
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２．法令改正について

バックカメラ、検知システム又はミラー

Q:バックミラーが付いていればいい？



３．法令改正の内容
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センサー
0.2m

1m
バックカメラ

後方全体を見渡せるバックカメラで問題ない 後方センサーでも良いが、対象物まで1mの距離を検知する必要がある



４．適用時期
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➡既存車への装着義務はない

まだ世に出ていない車種

現在発売中の車種
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５．国連の車両等の型式認定相互承認協定の概要
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■国連 車両等の型式認定相互承認協定
日本は平成10年に上記連合会に加入した

第182回会合にて、「後退時車両直後確認装置に関わる
協定規則（第158号）」が追加され、日本も準拠することとした。

1

６．法令改正の経緯

2

■後退時の事故件数
平成29年度、車両後退時の死亡重傷事故の件数は1008件に
上ります。（図１・図２）
平成27年に徳島県で発生した、全盲の男性が後退していた
トラックにはねられ死亡した痛ましい事故も本法令改正を
検討する要因となった。

※参考
リスクマネジメントジャーナル 「Safety Information」

Vol.107 (2018.9)

第29回 事故事例に学ぶ「四輪車後退時の死亡重傷事
故」

https://www.nisshinfire.co.jp/corp/safetyinfo_backnumber.

html より



７．カメラとセンサーのメリット・デメリット

• 警報〈音〉で危険を知らせることが可能
• メーカーにより複数個所への装着が可能

• 映像がモニターに表示され直感的に安全確認
が可能

• 後方だけでなく、左サイドなどへのカメラ増設が
可能

■センサー■バックカメラ

• 必ずしも対象物への検知が正確ではない
（使用環境や対象物に影響を受けるため）

• モニターに依存してしまう可能性がある
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メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

・バックカメラ ➡ 必要

・センサー ➡ 運用状況に応じてバックカメラと併用

ご提案
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③ カメラの装着位置
--------------------------------------------

カメラの装着位置の決定を行います。
特に左サイドミラー位置に装着する
カメラはユーザー様によりご要望が

様々です。

⑥ 録画機能＆その他
＆保証期間

--------------------------------------------

モニターに表示されている後方カメ
ラの映像や左サイドカメラ映像を記
録するかどうかの検討をします。
メーカーによっても保証年数・サービ
ス体制が違うので注意が必要です。

８．バックカメラ・センサーを導入いただく際のポイント

② カメラの個数
--------------------------------------------

後方以外にカメラを装着するかどう
かの検討をします。巻き込み防止の
ための左サイドカメラを増設する
ユーザー様が増加しています。

① カメラ導入の検討
--------------------------------------------

バックカメラの導入を検討します。

新車購入時、後付けのどのタイミン
グでも装着可能です。

⑤ センサー導入の検討
--------------------------------------------

センサーの導入を検討します。

【センサーの位置・警報方法・検知す
る距離・最大設置個数】につきまして
は、メーカーにより大きく仕様が異な

ります。

④ カメラの種類
--------------------------------------------

カメラメーカーによって数種類のカメ
ララインナップがあります。車両のど
こにどのカメラを装着するかを決定

します。



12

日本ヴューテック製品のご紹介



９．日本ヴューテック製 ナイスヴューモニター

9-1. ナイスヴューモニター VH-S20 紹介
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昼
間

夜
間

現行品 旧型 現行品 旧型

現行品 旧型

現行品 旧型



９．日本ヴューテック製 ナイスヴューモニター

• 左ウインカーを検知した際に、
左サイドカメラ映像を表示

9-2. ナイスヴューモニター左サイドカメラの活用

• 分割して映像を表示
➡左ウインカー/右ウインカー/
バック/ハザードを検知時に、
「１画面」or「分割画面」を表示す
るか選択可能
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映
像
切
り
替
え
方
式

映
像
分
割
方
式



９．日本ヴューテック製 ナイスヴューモニター
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9-3. 後方事故を減らすために

• 歩行者
• 障害物
• 自転車やバイクなどのすり抜け

後方事故で考えられるもの

トラックの死角

• バックモニターで後方確認を行うことで事故防
止が可能です

• また煽り運転をうけることへの防止にもつなが
ります



１０．日本ヴューテック サービス対応
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【全国どこでも出張取付承ります】

より安心してご利用いただくため、業界最長となる保証期間を設定さ

せていただきました。

保証期間

・モニター （VH-M20） ２年

・カメラ （VH-C20W / VH-C30W)  ３年

・その他 １年



まとめ
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 既存車両への対応
直近でカメラ・センサーの装着は実施する必要はありません。ですが事故防止のた
めの安全機器導入を推奨いたします。

1

3

 新たにリリースされる新型車
令和4年5月以降からカメラかセンサーの導入が義務付けます。架装メーカー様に

てカメラが標準装着されることが予想されます。ユーザー様ごとの架装やご使用状
況に応じて、安全機器をどのように活用いただくかのご検討が必要です。

2
 新車導入車両への対応
既に販売されている車両はカメラ・センサーの装着は義務付けられておりません。
ですが車種ごとに安全装置が標準で付いていることがあります。
カメラやセンサーの増設しての導入をご検討ください。
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最後に

開発中 映像俯瞰システム
オールヴューモニターのご紹介
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ありがとうございました


